
醗
峨
清
涼

寺
繹
迦
像
封
藏
品

の
宗
教
史
的
意
義
 
(
塚

参
)

嵯
峨
清
涼
寺
繹
迦
像
封
藏
品

の
宗
教
史
的
意
義

塚

本

善

隆

近
頃
、
嵯
峨
清
涼
寺

の
繹
迦
如
來
像

い
わ
ゆ

る

「優
填

王
瑞

像
」
か
ら
、
そ
の
將
來
者
で
あ
る
商
然
が
宋

の
太
宗
雍
煕

二
年

(九
八

五
)

八
月
十
八
日
に
封
藏
し
て
お
い
た
五
色
絹
製
五
臓
、
百
飴
種

の
絹

の
小
片
を
始
め
、
雍
煕
二
年
刊
金
剛
般
若
経
、
延
暦
三
十
三
年
爲
金
光

明
最
勝
王
経
(末
に
喬
然
署
名
あ
り
)
、
小
字
法
華
経
(喬
然
の
弟
子
嘉
因
捨
)

水
月
観
音
像
線
刻
銅
鏡
、

戴
金
文
様
あ
る
雲
母
板
、
碧
ガ
ラ
ス
容
器
、

唐

・
五
代

・
北
宋
の
銅
鎮
、
鈴
、

玉
、
銀
製
釧
子
、
需
巫
山
浮
土
攣
相

・

文
殊
菩
薩

・
普
賢
菩
薩

・
彌
勒
菩
薩

の
版
書
及
び
齎
然
の
入
宋
造
像
の

経
過
を
述
べ
た
願
文
、
同
學
義
藏
と
手
印
し
て
取
交
し
た
現
當
二
世
結

縁
歌
そ
の
他
の
興
味
深

い
諸
文
献
が
、
約
千
年
ぶ
り
に
出
現
し
た
。
こ

れ
は
、
諸
般
の
ア
ジ
ア
文
化
史
研
究
に
貴
重
な
賓
料
を
提
供
す
る
の
み

な
ら
ず
、

從
來
い
ろ
い
ろ
と
論
議
せ
ら
れ
て
い
た
嵯
峨
糧
迦
像
製
作
問

題
等
も
睨
か
に
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
し
、
特
に
こ
の
繹
迦
像
將
來
の

日
本
佛
教
史
上
に
も
つ
興
味
深
い
意
義
も
考
え
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
(1
)
衡
然
が
弟
子
嘉
因
、
定
縁
、
康
城
、

盛
算
、

並
に
二
童
子

(宋

で
得
度
し
て
所
乾
、
所
明
)
を
件
い
宋
商
の
船
で
、
圓
融
天
皇
永
観
元
年

(九
八
三
)
八
月

一
日
九
州
を
獲
し
、
同
年
十
八
日
台
州
漸
に
到
着
以
來
、

天
台
山
、
洒
州
普
光
王
寺
を
経
て
沐
京
媚

に
入
り
、
宋

の
太
宗
に
謁
し

て
意
外
の
優
遇
を
う
け
、
五
毫
山
、
洛
陽
白
馬
寺
、
龍
門
廣
化
寺
等
を

巡
禮
し
、
薪
雛
の
勅
版
大
藏
経
を
賜
つ
て
台
州

に
蹄
來
、

こ
こ
で
未
だ

日
本
に
渡
來
し
て
い
な
い
優
填
王
像
を
傳
え
る
爲
に
、
資
財
を
投
じ
、

台
州
信
正
開
元
寺
寺
圭
を
始
め
開
元
寺
諸
檜
並
び
に
シ
ナ
僧
俗
男
女
の

の
協
力
を
う
げ
て

「優
填
王
瑞
像
」
摸
刻
を
完
成
し
た
経
過
の
大
要
が

明
に
さ
れ
る
。
(
日
本
國
東
大
寺
法
濟
大
師
賜
紫
齎
然
入
五
藏
願
文
)

(2
)
胃
白

心
赤

肝
赤

謄
紺

肺
紅

肚
錦

賢
紫

.咳
白

腸
白
班

背
皮
白
(
尼
清
曉
の
癒
病
願
文
を
記
す
)

等
は
東
洋
馨
學
史

の
貴
重
資
料
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
絹
は
敷
百

の
絹
小
片
と
共
に
織
物
史
上
の
重
要
資
料
で
あ
る
。
正
倉
院
に
存
す
る

唐
絹
か
ら
、
南
宋
元
明
の
絹
ま
で
に
飛
ぶ
シ
ナ
織
物
史
上
の
實
物
の
室

白
が
、
こ
の
北
宋
封
藏
の
絹

に
よ

て
つ
な
が
れ

る
。

(3)
 
表
に

「
承
平
八
年
正
月
廿
四
日
の
ひ
つ
じ

の
と
き
む
」
、
裏
に
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「ま
る
…
…
と
こ
丸
」
と
平
假
名
ま
じ
り
に
書
い
た
尖
細

の
細
長
い
小

紙
片
が
あ

る
。
齎
然

の
生
年
月
日
で
あ
る
。
蓋
し
禽
然
の
膀
の
緒
に
つ

け
て
あ
つ
た
紙
片
か
と
推
察
せ
ら
れ
る
が
、

こ
の
平
假
名
は
御
堂
關
白

日
記
紙
背

に
存
す
る
も
の
よ
り
も
古
く
、
現
存
最
古
の
平
假
名
の
實
例

の

と
し
て
假
名
嚢
達
史
上
に
薪
資
料
を
加
え
る
。

(4)
 
銅
版

の
線
刻
書
、
版
書
、
版
経

(見
返
し
に
繹
轍
説
法
圖
が
あ

る
)
は
、
同
時
代
の
シ
ナ
西
邊
の
轍
煙
の
同
類
資
料
に
樹
す
る
シ
ナ
東

部
地
域

の
も
の
で
あ
る
。
爾
者
比
較
し
て
五
代
、
北
宋
の
檜
書
そ
の
他

の
研
究
に
よ
き
資
料
を
提
供
す
る
、
等
々
で
あ
る
。

本
稿
で
は
封
藏
品
を
中
心
に
、
繹
迦
像
將
來
の
宗
教
皮
的
意
義
を
考

え
て
み
た
い
。

e

像

は
雍
煕
二
年
七
月
三
十

一
a
着
工
、
同
八
月
十
八
日
完
成
、

そ
の
日
に
五
臓
そ
の
他
を
封
藏
し
た
。
齎
然
の
願
文
に
い
う
。

喬
然
、
自
慶
多
生
切
逢
像
蓮
、
因
聞
役
昔
優
墳
國
王
、
於
切
利
天
、
離
刻
羅

迦
瑞
像
、
顯
現
既
留
於
西
土
、
爲
逸
或
到
於
中
華
。
以
日
城
之
阪
遽
、
想
梵

容
而
難
観
。
喬
然
捨
衣
鉢
買
香
木
、
召
募
工
匠
、
依
檬
彫
鍵
。
七
月
二
十

-

日
起
功
。
八
月
十
入
日
畢
乎
。

こ
の
造
像
は
、
齎
然
の
薪
版
大
藏
経
韓
讃

の
行
の
間
に
進
行
し
た
。

同
願
文
に

喬
然
又
於
今
月

-
日
、
獲
心
韓
讃
大
藏
経
、
以
皇
帝
乾
明
節
、
上
扶
聖
壽
、

循
答
鴻
恩
、
然
燭
焚
香
、
開
函
展
雀
。

と
あ
る
。

こ
の
繹
迦
瑞
像
彫
造
は
、
齎
然
が
極
め
て
重
要
な
決
意
と
敬

虞
な
態
度

の
中
に
行
つ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

背
皮
と
絹
小
片

(肉
で
あ
ら
う
)
に
臓
臆
を
容

れ

て
お
さ
め
た

の

は
、
こ
の
優
填
王
が
現
在

の
繹
迦
佛
を
像

に
し

た

と
の
経

説
、
帥
ち

し
よ
う

「
生
身
の
繹
迦
如
來
」
の
信
仰
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
佛
教

界
に
生
身
の
繹
迦
佛
影
を
迎
え
よ
う
と
す
る
の
は
、
齎
然
の
誓
願

の
宗

教
事
業
途
行
の
爲
で
あ
る
。

⇔

こ
れ
を
謹
す
る
第

一
の
も
の
は
、
封
藏
せ
ら
れ
た
衡
然
肚
年
期

の
秘
密
萌
皿約
書
、
天
線
三
年

(
九
七
二
)
の
義
…藏
と

の
手
印
二
世
結
縁
歌

で
あ
る
。
天
豫
三
年
は
衡
然
三
十
五
歳
、
義
藏
二
十
三
歳
、
二
人

の
東

大
寺
學
僧
は
、
生
れ
難

い
入
に
生
れ
、
男
子
に
生
れ
、
あ
い
難

い
佛
教

に
あ
い
、
出
家
し
學
櫓
と
な
り
伽
藍
に
佳
し
同
學
と
な
つ
た
因
縁
を
喜

び
、
十
方
三
世
の
諸
佛
乃
至
天
神
地
紙

の
前
に
盟
約
し
、
煩
悩
未
断

の

凡
夫
に
し
て
悲
怒
の
情
滅
し
難
き
も
、
必
ず
同
心
協
力
し
て
京
都

の
西
、

愛
宕
山

(東
の
比
叡
山
に
封
す
)
に
一
伽
藍
を
立
て
て
輝
迦
の
教
を
興
隆

し
、
來
世
は
彌
勒
の
も
と
に
生
れ
て
聞
法
し
、
彌
勒
下
生
の
時

に
ま
た
-

此
世
界
に
生
れ
て
衆
生
を
濟
度
す
る
こ
と
を
誓
願
す
る
ゐ

そ
の
謎
と
し

て

一
通
ず

つ
を
作
り
手
印
を
お
し
て
各
自
所
持

し
た
も
の
で
あ
る
。
東

大
寺
の
若
輩

の
二
學
僧
が
、
密
か
に
他
人
に
は
知
ら
さ
ず
、

し
か
し
、一

切
の
神
佛
に
誓

つ
て
結
盟
し
た
内
容
は
、
夢

の
よ
う
な
、
無
謀

に
も
思

わ
れ
る
よ
う
な
大
事
業
で
あ
る
。
だ
が
熱
烈
純
眞
な
宗
教
的
情
熱

の
み

な
ぎ
つ
た
主円
年
僑
旧
の
明
皿約
で
あ
る
。
東
大
寺
に
墨
羨
憎
と
な

つ
た
二
人

は
、
天
下
の
総
國
分
寺
で
あ
る
彼
ら
の
勅
建
大
伽
藍
が
、
新
し
い
比
叡

嵯
峨
清
涼
寺
繹
趣
像
封
藏
品
の
宗
教
史
的
意
義

(塚

本
)
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嵯

峨
清
涼
寺
縄
遡
像
封
藏
品
の
心不
教
史
的
意
義

(
琢

本
)

山
延
暦
寺

に
年
々
に
璽
倒
せ
ら
れ
て
ゆ
く
情
勢
が
、
い
よ
い
よ
顯
著
に

な
つ
た
中

に
立
ち
上
つ
て
い
る
。
旭
日
の
比
叡
教
團
に
封
す
る
落
勢
の

東
大
寺
教
團
入
の
強
い
抵
抗
の
意
識
が
、
東
大
寺
佛

教

の
新
都
京
都

へ

而
も
比
叡
山
と
正
し
く
相
罫
す
る
洛
西

の
山

へ
の
進
出
意
圖
と
な

り
、
結
盟
誓
願
歌
と
な
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

国

東
大
寺
は
奈
良
朝
廷
全
盛
の
象
徴
で
あ
り
、
而
も
そ
の
日
本
佛

蹴教
界
王
座

の
地
位
が
充
實
決
是

し
た
直
後
に
遷
都
が
」起
り
、

一
學
に
地

の
利
を
失

つ
た
。
そ
れ
に
引
き
か
え
て
、
最
澄
の
創
建
し
た
比
叡
山
上

の
修
道
場

と
新
教
團
が
、
地
の
利
を
占
め
て
時
勢

に
の
つ
た
。
最
澄
後

牛
生
の
懸
命
の
努
力
は
、
比
叡
山
に
大
乗
圓
頓
戒
壇
設
置
の
運
動
で
あ

つ
た
。
こ
れ
こ
そ
日
本
佛
教
界
に
占
め
る
東
大
寺

の
特
別
な
地
位
を
奪

わ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
天
下
総
國
分
寺
と
し
て
、
鑑
眞
和
爾
創
建

の
戒
壇
を
も
つ
東
大
寺
は
、
受
戒
得
度
の
僧
制

の
上
か
ら
日
本
櫓
界
に

君
臨
し
得

る
地
位
に
あ
る
。
比
叡
山
戒
壇
は
こ
れ
か
ら
分
離
猫
立
し
、

而
も
自
ら
大
乗
戒
壇
と
構
し
、
東
大
寺
を
小
乗
四
分
律
戒
壇
と
疑
し
さ

え
す
る
の
で
あ
る
。
東
大
寺
を
始
め
南
都
佛
教
は
墨

つ
て
最
澄

の
圭
張

に
反
封
し
、
強
硬
に
比
叡
戒
壇
創
立
を
阻
止
し

て
來

た
。

に
も
關

ら

ず
、
京
都
朝
廷
は
最
澄
の
残
後
に
比
叡
山
圓
頓
戒
壇

に
許

可
を
與

え

て
、
比
叡
教
團
を
完
全
に
南
都
佛
教
の
椹
外
に
猫
立
せ
し
め
て
し
ま
つ

た
。
政
灌

な
き
奮
都
に
あ
つ
て
は
、
今
ま
で
の
大
教
團
も
、
新
都
の
新

宗
團
に
封
抗
し
難
い
不
利
の
地
位
に
あ
る
現
實
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
特
に

東
大
寺
教
團
に
知
ら
し
め
た
所
以
で
あ
つ
た
。
比
叡
藪
團
は
大
乗
圓
頓

戒
壇
に
よ
つ
て
、
東
大
寺

の
日
本
佛
教
界
に
お
け
る
椹
威
を
後
退
せ
し

め
た
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
後
も
教
義
上
の
問
題

で
封
立
論
事
し
つ
づ
け

た
。
南
都
封
北
嶺

の
宗
論
は
、
多
少
儀
式
化
し

て
行
つ
た
と
は
い
え
、

宗
論
の
公
然
行
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
爾
教
團
の
封
立
抵
抗
の
意
識
は
刺
激

せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
鷹
和
三
年

(九
六
三
)
南
都
北
嶺
の
名
僧
二

十
人
を
選
ん
で
、
清
涼
殿
で
五
日
聞
に
わ
た
つ
て
行
わ
れ
た
、

い
わ
ゆ

る
慮
和
の
宗
論
は
特
に
名
高

い
。
南
都
の
,法
藏

と
比
叡

の
良
源
と
は
、

論
難
往
復
夜
に
入

つ
た
が
、
翌
日
法
藏
を
し
て

「
公
の
辮
…は
富
縷
那

の

亜
、
わ
が
訥
辮

の
敵
に
非
ず
」
と
嘆
ぜ
し
め
た
と
傳
え
る
。
法
藏
は
東

大
寺
第
五
十
二
、
五
十
三
「代

の
別
當
で
あ
り
、
商
然
と
手
印
結
盟
し
た

義
藏
の
受
戒
の
師
で
あ
る
。
良
源
は
宮
廷
と
藤
原

氏
と
の
齢
依
を
背
景

に
榮
達
を
か
さ
ね
、
九
六
五
年
に
は
天
台
座
圭
に
な
り
、
九
八

一
年
に

は
大
信
正
の
最
高
位
に
と
日
本
佛
教
界
未
曾
有

の
昇
進
を
な
し
、
而
も

こ
の
聞
延
暦
寺
を
飛
躍
的
に
完
備
し
、
源
信
、
畳

運
ら
の
學
匠
を
養
成

し
て
比
叡
教
團

の
全
盛
期
を
招
致
し
た
の
で
あ
る
。
東
大
寺

の
若
い
齎

然
、
義
藏
二
學
僧
が
、
こ
の
旭
日
の
比
叡
に
相
封
し
て
い
る
洛
西
の
愛

岩
山
に
建
寺
し
て
佛
教
を
興
隆
せ
ん
と
密
か
に
誓
約
し
二
世
結
縁
歌
に

手
印
し
た
の
は
、
鷹
和
の
法
論
か
ら
九
年
後
、
正

に
良
源
座
圭
の
全
盛

期
で
あ
る
。
東
大
寺
二
墨
櫓
の
秘
密
盟
約
書
に
は
、
比
叡
教
團
に
封
す

る
激
し
い
抵
抗
意
識
が
潜
流
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

四

禽
然
が
入
宗
の
前
年
に
現
存
の
母
の
法
要
を
修
し
た
時
の
願
文

(本
朝
文
粋
)
に

-345-



喬
然
心
願
、
如
來
可
謹
明
、
喬
然
天
豫
以
來
、
有
心
渡
海
…
…
願
先
参
五
毫

山
、
欲
逢
文
殊
之
印
身
、
願
次
詣
天
竺
、
欲
禮
繹
迦
之
遺
跡
。
,

と
あ
る
。
天
緑
印
ち
東
大
寺
で
彼
が
義
藏
と
立
誓
手
印
し
た
頃
か
ら
、

彼
は
渡
支
入
竺
聖
蹟
巡
禮
を
企
劃
し
て
い
た
。
天
緑
以
來
、
秘
か
に
膚

身
に
つ
け
て
い
た
義
藏
と
の
手
印
盟
約
書
が
彼

の
宗
教
的
行
動
を
導

い

て
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
突
破
せ
し
め
七
行
つ
た
。
彼
は
多
く
の
反
封
論
を

お
し
切
り
、
念
諦
用
と
認
め
ら
れ
る
金
光
明
最
勝
王
経
帥
ち
金
光
明
護

國
之
寺

の
根
本
聖
典
を
所
持
し
て
入
宋
し
た
。
東
大
寺
齎
然
は
、
こ
の

日
本
か
ら
將
來
念
諦
し
て
い
た
金
光
明
最
勝
王
経
を
、
完
成
し
た
瑞
像

に
封
藏

し
、
ま
た
彼
は
次

の
よ
う
に
書
い
た
小
冊
子
を
封
じ
込
め
た
。

我
今
盧
遮
那
、
方
坐
蓮
華
垂
、
周
匝
千
華
上
、
復
現
千
繹
迦
、

一
華
百
億
國

-
國

-
繹
迦

各
坐
菩
提
樹

-
時
成
佛
道

十
方
恒
沙
界

分
身
繹
迦
文

乃
至
同
名
繹
迦
三
世
三
千
佛
、
無
量
十
方
三
世
諸
佛

菩
薩
聲
聞
繊
畳
三
界

天
人

明
か
に
総
國
分
寺
、
盧
遮
那
大
佛

の
も
と
に
修
學
し
た
東
大
寺
櫓

の

信
念
と
意
…識
と
の
中
に
縄
迦
像
將
來
が
企
圖
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
推

知
せ
し
め
る
。
小
冊
子
に
は
績

い
て
宋

の
太
宗
の
名
を
か
き
次
に
守
平

王

(圓
融
天
皇
)
東
室
太
子
、
皇
后
康
子

一
品
女
親
王

頼
忠
大
臣

(太
政
大
臣
)
、
兼
家
大
臣

(右
大
臣
)
、
爲
光
臣
、
朝
光
臣
、
實
資
、

道
隆
、
道
兼
、
諸
曾
俗
繋
念
人
と
入
宋
當
時
の
宮
廷
公
卿
の
名
を
列
ね

て
い
る
。
入
宋
に
つ
い
て
援
助
を
う
け
た
人
々
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
よ

り
も
、

こ
の
日
本

へ
最
初
に
渡
す
優
填
王
繹
迦
像
を
中
心
に
、
彼
が
齢

朝
後
に
適
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
業
、
帥
ち
義
藏
と
誓
約
し
て
あ
る

愛
宕
山
建
寺
實
現
の
大
業
に
、
是
非
と
も
援
助
し
て
も
ら
わ
ば
な
ら
ぬ

と
期
待
し
て
い
る
京
都
の
最
高
椹
勢
で
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る

彼
が
久
し
く
膚
身
に
つ
け
て
い
た
義
藏
…と
と
り
か
わ
し
た
秘
密
萌
凪約

の
手
印
状
と
、
自
ら
の
生
誕
を
記
念
し
て
い
る
恐
ら
く
親
に
よ
つ
て
認

め
て
お
か
れ
た
紙
片
と
を
納
入
し
て
い
る
所
に
、
彼
、の
決
意
の
ほ
ど
も

う
か
が
わ
れ
る
。
彼
は
こ
の
特
別
な
繹
迦
瑞
像

の
成
就
に
よ
つ
て
、
彼

の
生
涯

の
誓
願
に

一
期
を
劃
し
得
た
と
信
じ
た

の
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら

彼
"が
誓
顧
し
て
い
る
宗
教
事
業
に
、
更
に
決
意

を
新
に
し
て
適
進
す
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
輝
迦
像
を
奉
じ
て
齢
朝
し

て
以
來
の
齎
然
の
活
動
が
説
朝
す
る
。

(
五
)

齎
然
は
寛
和
二
年

(
九
八
六
)
七
月

一
日
九
州
に
露
着
、
翌
年

正
月
十
七
日
山
城
國
河
陽
館
に
着
、

こ
こ
で
中
央
か
ら
山
城
國
守
に
齎

然
將
來
品
運
搬
の
下
命
が
あ
つ
た
の
に
封
し
て
、
山
城
國
か
ら
か
よ
う

な
亘
多
な
荷
を
蓮
ぶ
民
力
の
負
澹
に
堪
え
ら
れ
な
い
と
の
反
抗
訴
願
が

起
る
な
ど

一
も
め
も
あ
つ
た
が
、
撮
政
兼
家
等

の
L蓋
力
も
あ
つ
て
、
雅

樂
寮
派
遣
の
高
麗
樂
に
導
か
れ
、
七
寳
舎
利
塔
、

五
百
匝
の
勅
版

一
切

経
、
輝
迦
瑞
像
が
山
城
、

河
内
、
撮
津

の
人
夫

に
か
つ
が
れ
大
唐
樂
に

途
ら
れ
て
、
朱
雀
大
路
ー
三
條
大
路
-
大
宮
大
路
ー

一
條
大
路
ー
蓮
壷

寺

へ
と
満
都

の
渇
仰
讃
歎
の
中
に
盛
大
な
入
洛
渡

御
式

が
基
行

さ
れ

た
。八
月
十
八
日
、
瑞
像
成
就

の
紀
念
日
で
あ
る
。
齎
然
は

「
愛
宕
山
を

嵯
醜
職浩
ヱ
銀
寺
鯉
伴
迦
像
封
藏
口阻
の
古不
教
出
久
的
此息
蓋我

(
探

本
)
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嵯
峨
清
凍
寺
繹
遽
像
封
藏
品
の
宗
教
史
的
意
義
 (塚

本
)

以
て
五
毫
山
と
號
し
、

一
伽
藍
を
建
て
て
大
清
涼
寺
と
號
し
、
白
栴
檀

緯
迦
像
を
安
ぜ
ん
」
こ
と
を
奏
請
し
て
勅
許
を
得
た
。
華
嚴
本
奪
大
盧

遮
那
佛

の
寺
の
櫓
は
、
親
し
く
巡
禮
を
と
げ
て
き
た
シ
ナ
の
華
嚴
経
の

難
地
、

五
豪
山
大
清
涼
寺
を
愛
宕
山
に
移
そ
う
と
志
す

の
で
あ
る
。
五

豪
山
は
全
佛
教
徒
の
隼
信
憧
憬

の
聖
地
で
あ
る
。
比
叡

山
に
於

て
す

ら
、
慈
畳
大
師
.圓
仁
が
五
憂
山
に
巡
禮
し
、
こ
の
聖
地
か
ら
傳
え
た
と

い
う
引
聲
念
佛
が
、
常
行
堂
に
修
せ
ら
る
べ
き
天
台

の
常
行
三
昧
行
法

に
代
つ
て
行
わ
れ
、
よ
き
音
調
に
法
挽
す
る
貴
族

を
引

き
よ
せ
て

い

た

天
台
教
學
を
批
到
し
超
え
る
も
の
と
し
て
大
成
し
た
も
の
が
華
嚴

教
學
だ
と
、

シ
ナ
の
佛
教
史
が
示
し
て
さ
え
い
る
。
奮
都
の
華
嚴
道
揚

の
學
櫓

が
指
導
権
を
に
ぎ
つ
て
、
比
叡
山
に
封
立
す
る
薪
都
の
愛
宕
山

が
聖
地
五
壷
山
化
せ
ら
れ
、
日
本
に
初
め
て
の
「
生
身
繹
迦
如
來
の
像
」

を
本
奪

と
し
た
大
清
涼
寺
が
出
現
す
る
。
そ
れ
は
正
し
く
南
都
東
大
寺

の
薪
都
進
出
で
あ
り
、
宿
怨
少
な
か
ら
ざ
る
北
嶺
致
團

へ
封
抗
す
る
有

力
な
中
央
基
地
の
造
螢
で
あ
る
。

翌
九
八
八
年
、

未
だ
建
設
さ
れ
ぬ
愛
宕
山
の
五
壷
山
大
清
涼
寺
寺
圭

に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
唐
然
は
、
清
涼
寺
に
戒
壇
を
建
置
す
る
こ
と
に
し

た
.が
、
比
叡
山
か
ら
の
訴
え
で
、
取
り
や
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
夜
。

戒
壇
こ
そ
は
、
か
つ
て
東
大
寺
が
比
叡
山
か
ら
最
大
の
苦
盃
を
な
め
さ

れ
た
も

の
で
あ
る
。
比
叡
山
に
抵
抗
す
る
東
大
寺
僧
の
事
業
に
、
新
都

の
封
立
戒
壇
を
企
劃
す

る
の
も
當
然
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
融
が
、
こ
れ

は
商
然
が
功
を
あ
せ
り
す
ぎ
て
當
時
の
情
勢
到
断
を
誤

つ
た
か
の
感
が

あ
る
。
藤
原
貴
族
と
直
結
し
て
京
都

の
灌
勢
と
な
つ
て
全
盛
に
赴
い
て

い
る
比
叡
山
を
刺
戟
し
て
、
愛
宕
山
の
五
毫
山
化

へ
強
い
量
力
が
加
る

べ
き
こ
と
は
寧
ろ
必
然
で
あ
る
。

翌
九
八
九
年
に
は
、
衙
然
は
ま
た
延
暦
寺
、

元
慶
寺
の
例
に
準
じ
て

清
涼
寺
に
阿
閣
梨
五
人
を
給
し
、
三
密
秘
法
を
勤
修
し
て
國
家
を
鎭
護

す
る
よ
う
に
せ
し
め
ら
れ
た
い
と
奏
請
し
た
。

こ
こ
に
も
比
叡
山
に
封

す
る
抵
抗
意
識
が
露
骨
に
出
す
ぎ
て
い
る
感
が
あ
る

朝
廷
は
五
人
を

一
人
に
減
じ
て
許
さ
れ
、
そ
の
阿
閣
梨
に
は
、

か
ね
て
齎
然
と
愛
宕
建

寺
を
手
印
結
盟
し
て
い
た
義
藏
が
任
命
さ
れ
た
(
五
月
廿
五
日
)
。
そ
れ

億
衡
然
並
び
に
そ
の
密
教
の
師
で
あ
る
元
某
大
信
正

(
こ
の
年
三
月
任

命

の
推
薦
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
る
。

然
る
に

一
方
で
は
、
こ
の
年
五
月
元
某
が
大
櫓
正
の
榮
位
を
僻
し
て

京
都
か
ら
隙
棲
し
、
七
月
に
は
齎
然
が
東
大
寺

別
當
に
任
ぜ
ら
れ
而
も

破
損
し
て
い
る
東
大
寺
伽
藍
の
修
治
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
愛
宕
山
新

一寺
建
立
の
大
事
業
は

一
時
延
期
せ
ざ
る
を
得
ぬ
地
位
に
、
敬
遠
せ
ら
れ

去

つ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
而
も
衡
然
は
東
大
寺
別
當
就
任
早

女
に

大
風
に
よ
る
東
大
寺
南
門
等
倒
壊

の
不
蓮
に
あ

い
、
更
に
翌
年
に
は
末

寺
長
谷
寺
を
興
輻
寺
僧
に
押
領
せ
ら
れ
る
不
幸

失
敗
も
、起
つ
て
い
る
。

愛
宕
山
の
五
毫
山
大
清
涼
寺
建
設
許
可
を
う
け

て
以
來
の
商
然
身
邊
に

起
つ
た
諸
事
件
を
通
じ
て
、
東
大
寺
僧
に
よ
る
愛
宕

の
五
毫
山
化
に
反

封
す
る
比
叡
山
を
中
心
と
し
た
強
大
な
権
勢

の
墜
ヵ
加
重
を
護
み
と
る

こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う
。
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な
お
、
こ
こ
で
東
大
寺
乃
至
齎
然

一
門
の
密
教
化
を
注
意
し
た
い
。

平
安
初
期
天
台
最
澄
と
激
し
く
封
立
し
た
東
大
寺

は
、
眞
言

室
海

と

は
極
め
て
親
近
關
係
を
結
ん
だ
の
み
な
ら
ず
、
時
代
の
進
み
と
共
に
東

大
寺

へ
の
東
寺
、
醍
醐
か
ら
の
密
教
流
入
は
著
し
く
な
り
、
衡
然
時
代

に
は
東
大
寺
、
本
寺
は

一
髄
化
す
る
ま
で
に
密
教
化
し
て
い
た
。
東
大

寺

の
み
で
な
い
。
實
は
此
頃
に
は
比
叡
の
天
台
宗
す
ら
密
教
化
し
、
密

教
圭
顯
教
(天
台
)
從
と
い
う
が
如
き
情
勢
に
ま
で
進
み
つ
つ
あ
つ
た
。

蓋
し
天
台

の
教
理
學
や
そ
の
實
践
観
法
は
、
京
都
貴
族
を
必
ず
し
も
信

者
と
す
る
所
以
と
な
ら
ず
、
密
教
の
修
法
こ
そ
は
、
貴
族
を
檀
越
に
す

る
第

一
の
近
路
で
あ
つ
た
。
密
教
の
加
持
修
法
な
し
に
は
、
京
都

の
佛

教
教
團
の
繁
榮
は
考
え
ら
れ
な
く
な
つ
た
時
代
で
あ
る
。
商
然
も
こ
れ

を
忘
れ
て
い
ぬ
。
彼

の
繹
迦
像
に
納
め
た
願
文
に
は
龍
門
に
善
無
畏
三

藏

の
遺
身
を
親
し
く
拝
し
て
來
た
こ
と
や
、
沐
、京
で
密
教

の
傳
承
を
う

け
た
こ
と
を
特
筆
し
て
い
る
。
愛
宕
山
も
京
都
鎭
護

の
法
を
修
す
る
密

ゆ教
の
道
揚
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
喬
然

の
愛
宕
山
清
涼
寺
は
、

東
大
寺
盧
遮
那
佛
分
身
繹
迦
と
し
て
生
身
緯
迦
像
を
迎
え
る
華
嚴
思
想

に
立
ち
つ
つ
も
、
密
教
化
し
た
東
大
寺
教
團
の
新
都
貴
族
肚
會
進
出
を

企
劃
し
た
も
の
で
、
彼
の
事
業
は
東
寺
系
佛
教
の
後
援
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
比
叡
山
に
封
抗
す
る
爲
に
は
、
當
然
の
構
」想
で
も
あ
つ
た
で
あ

ろ
う衡
然
は
生
涯
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
愛
宕
山
大
清
涼
寺
は
終

に

建
た
な
か
つ
た
。
彼
死
し
て

(
一
〇

一
六
)
後
、
弟
子
盛
算
は
重
ね
て

栖
霞
寺
内
繹
迦
堂
を
以
て
清
凍
寺
と
號
せ
ん
こ
と
を
請
願
し
て
許
可
せ

ら
れ
た
。
衡
然
三
十
五
歳
以
來
の
愛
宕
山
建
寺

の
夢
は
、
そ
の
山
下

の

栖
霞
寺
内
に
、
彼
が
あ
ら
ゆ
る
誓
願
を
こ
め
て
將
來
し
來

つ
た
優
填
王

繹
迦
如
來
像
を
本
奪
と
す
る
清
涼
寺
と
し
て
現
實

と
な
つ
た
。
繹
迦
像

と
共
に
將
來
し
た
勅
版
大
藏
経
は
、
あ
げ
て
京
都

の
全
権
を
握
つ
て
い

る
關
白
道
長
の
法
成
寺
に
寄
附
せ
ら
れ
た
。
繹
迦
堂
に
清
涼
寺
の
號
を

賜
る
爲
の
謝
禮
か
、
或
は
清
涼
寺
造
螢
の
資
金
を
得
る
爲
か
、
或
は
藤

原
権
門
を
清
涼
寺
檀
越
に
結
び
つ
け
る
爲
か
、
そ
れ
と
も
三
者
を
こ
め

た
理
由
か
ら
行
わ
れ
た
寄
附
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

東
大
寺
涼
然
の
久
し
い
誓
願
と
努
力
は
、
比
叡

教
團
の
墜
力
の
下
で

二
代
か
か
つ
て
や
つ
と
、
愛
宕
山
で
の
源
融
家
の
寺
院
内
に
實
を
結
ん

だ
。
し
か
し
こ
の
頃
比
叡
教
團
は
、
上
履
僧
の
派
閥
勢
力
抗
争
や
下
部

倫
の
武
力
化
に
よ
つ
て
内
部
崩
壌
を
進
め
て
お
り
、
藤
原
貴
族
権
勢
も

崩
れ
初
め
て
ー
た
。

こ
れ
ら
の
薔
権
勢

の
崩
れ
た
平
安
末
期
に
は
、
清

繹
寺
繹
迦
像
は
廣
く
國
民
大
衆
の
信
者
を
集
め
て
興
隆
し
、
鎌
倉
時
代

に
は
南
都
佛
教
復
興
蓮
動
の
本
酋
)と
も
な
つ
た
。

こ
の
日
本
佛
教
史
を

東
大
寺
比
叡
山
の
爾
教
團
抵
抗
意
識
の
中
に
考
え
れ
ば
、
そ
の
抵
抗
意

識
は
青
年
暦

の
立
誓
結
盟
歌
を
う
み
、
そ
の
結
盟
が
商
然

の
入
宋
、
繹

迦
像
將
來
、
清
涼
寺
建
立
を
展
開
し
た
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

詳
細
は
佛
教
文
化
研
究
四
、
「涛
涼
寺
繹
迦
像
封
藏

の
東
大
寺
齎
然
の
手
印

立
誓
書
」
を
、参
照
せ
ら
れ
た
い
。

嵯
峨
清
涼
寺
糧
迦
像
封
藏
品
の
宗
教
史
的
意
義

(塚

本
)
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